
編集後記

　特集「火星圏のサイエンス」はいかがでしたでしょ
うか．1970年代のバイキング計画で，火星には生命
が存在しない（正しくは当時の装置レベルで検知でき
ない）ことがわかり，意気消沈した地球外生命探査で
すが，1990年代後半からの火星探査によって，過去
の火星には液体の水が存在していた，そして，現在も
地下には氷（一時的には水）として存在しているという
証拠が続々と出てきており，過去の火星，現在の火星
の地下圏には生命が存在するかもしれないという可能
性が出てきました．さらに日本では，火星圏に探査機
を送り込み，火星衛星から試料を地球へ持ち帰るとい

う計画（MMX計画）が検討されており，また，火星隕
石の数・分析も充実してきており，火星圏（火星，火
星衛星，火星周辺環境）への注目度が国内外で年々増
してきている状況にあります．このような動向から，
現状の火星圏の知見を集めて総合的な科学検討を行う
とともに，将来的にどのような探査・観測が期待され
るか，理論・実験的に追求すべきテーマは何かといっ
た展望を議論したいと思い，今回の特集号を組ませて
いただきました．ということで，いかがでしたでしょ
うか．（玄田 「火星圏のサイエンス」特集 ゲストエデ
ィター）
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